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｛対象と方法】温熱性痛覚通敏を確認した CCIラッ















6. Prevention of development of N, N’－dimethylhy-
drazine-induced colon tumors by a water-soluble 
extract from cultured medium of Ganoderma 





















7. lmmunofluorescence detection of gastric H÷／K÷． 





















8. Effects on articular cartilage of subchondral 
replacement with polymethylmethacrylate and 
calcium phosphate cement 
(PMMAセメントとリン酸カルシウムセメントに
よる軟骨下膏置換が関第軟骨に友ぽす影響〉
久曹隆史（整形外科学）
本訴究は自家骨 ・PM挺Aセメント・リン酸カルシ
ウムセメントを用いて軟骨下骨置換を行い，関節軟骨
；こ及ぼす影響を組織学的会らびに力学的に検討したc
家兎の大腿骨頼誌に軟骨下骨を全切除したモデルと軟
骨下骨を約 2mm残したモデルを作製し，軟骨下骨欠
損群茂び自家骨， PM羽Aセメント，リン酸カルシウ
ムセメントで補填した群をそれぞれ3・12・24週で
署殺し，関箆軟骨の評師友び骨形成を観察した。軟骨
下骨を全切除したモデルでは 早期に全例高震な軟骨
変性を生じた。軟骨下骨を 2恐m残したモデルでは12
週以降で PMMAセメント補填群で軟骨変性を生とた
が， I｝ン薮カルシウムセメント補填群で辻対照群と明
らかな違いを示さなかった。力学的にはP羽MAセメン
トとリン酸カルシウムセメントによる軟骨下骨量換の
詩性に差は認められなかった。以上の結果により，民
節軟骨に近接した骨欠損に対してリン酸カルシウムセ
メントは軟骨下骨置換材として存用であることが証明
された。
9. ラット胎仔の脊髄再生に罰する実験的研究
出崎 建（整形外科学）
胎内手術によるラット飴イ子の脊髄損傷モデルを作製
